
インターゼミDX班 2022 中間発表

教育におけるDX



フィールドワーク5.12~5.13【EDIX教育展】

DXを実践する320社の教育関係の企業・官公庁が東京ビッグサイトに集結。
各自が関心を持つ【GIGAスクール班】【教育DX研究班】【人の意識研究班】に関
係する企業の情報を取得した。



研究対象と体制



全体研究

教育におけるDXとは？
①電子化

②最適化

③DX化 →新しい価値の創造 集合知とは？
種々の事例を調査しながら、

教育でDXをどうやって実現すべきかを全員でディカッショ
ンする。



【研究目的】
・「GIGAスクール構想」は、良いこと尽くめなのだろうか？ 問題点はないのか？
・ この着想から、「GIGAスクール構想」の推進によって生じていると考えられる

格差などの問題点や課題を調査・把握する
・ そのうえで、より良い学びの環境づくりを検討し、教育DXのあるべき道を探る！

【研究内容】

- 技術面の課題 -
セキュリティー

Wi-Fi環境

メンバー：大高、及川、山田、長田、寺垣、山田（教員）

GIGAスクール研究班

より良い学びの提供
課題を解決する必要がある！



【調査文献】
・但田勝義「初等中等教育におけるオンライン教育の可能性と課題〜地域格差・学校間格差を生まないために〜」
稚内北星学園大学紀要23（2022）

・清水将, 熊谷真倫, 小野寺峻一, 塚田哲也「GIGAスクール構想へ向けた現実的課題の検討
－双方向遠隔合同授業の実践から－」岩手大学教育学部研究年報80巻（2020）

・相場博明「オンライン授業の類型化と教育効果の予察的考察

－GIGAスクールがほぼ実現している私立小学校と私立大学での実践を通して－」教育実践学研究 24（2021）

・松田香南「地方自治体の教育政策動向」日本教育政策学会年報28巻（2021）

・和田正雄「教育とは」日本工学教育協会工業教育12巻1-2号（1965）

【フィールドワーク】

・八王子市立元八王子小学校（予定）、仙台市立上杉山中学校（予定）、仙台市教育委員会（予定） ほか

GIGAスクール研究班



教育DX研究班

【研究目的】

まだ、誰も見たことのない教育 ～実現するためのDX推進～

【研究内容】
①４つの柱（カリキュラム、教育者、ツール、モチベーション向上）を軸に、

まだ、誰も見たことのない教育に向けたDXを考える。

・カリキュラム（AIを活用した生徒のレベルに合わせた教育、教材など）

・教育者（生徒の自発的な学び、生徒から評価される教育者）

・ツール（VR・ARを使った完全オンライン教育/仮想世界における疑似体験/自動翻訳の向上）

・モチベーション向上（遊び心がある/机に縛られない/自由な教育)

②求められている人材を育成するにはどのような学校教育が必要なのか？

③その教育をするためには教育界（学習者と教育者、教育機関運営者、保護者等）

で進めるDXは何が必要か？

メンバー：藤原、藤田、井上、細井、数又、
千ヶ崎（教員）



教育DX研究班



【調査文献】
・鷹岡亮, 光原弘幸, 瀬戸崎典夫, 舟生日出男「初等中等教育のデジタルトランスフォーメーション(DX)を実現する技術の動
向と展望」日本教育工学会論文誌45 巻3 号 (2021) 

・佐藤元彦, 小泉真也「情報技術はGIGAスクールをどこにへ導くか」稚内北星学園大学紀要23号(2022)

・稲垣忠, 高橋純, 泰山裕, 山本朋弘「教育実践においてＤＸが果たす役割」日本教育工学会論文誌45 巻3 号 (2021) 

・久富望「教育 DX の定義と考察」日本デジタル教科書学会発表予稿集 10（ 2021）

・堀田龍也「初等中等教育のデジタルトランスフォーメーションの動向と課題」日本教育工学会論文誌45 巻3 号 (2021) 

・神田昌典『未来実現マーケティング』PHPビジネス新書（2022）

・堀江貴文『全ての教育は『洗脳』である』光文社新書（2017）

・堀江貴文『僕たちはもう働かなくていい』小学館新書（2019）

【フィールドワーク】
・EDIX教育展

・教育関係者へのインタビュー（予定）

・教育企業へのインタビュー（予定）

教育DX研究班



遅れている原因として変革を受け入れる側の「意識」に問題があると考える。
政府・官公庁がどれだけ教育DX化を推進しても、「人」の意識が変わらなければ

実質的な「意識の変革」は教育現場で起こらないのではないか。
技術・制度の前にまずは、人間としての思考・価値観に着目、関係者の声を聞くことにより

GIGAスクールに対する意識の問題を把握する。

国内でDX化が推進されているものの諸外国に比べ一向にDX化が進んでいないのではないか

意識倫理 風習・文化

バイアス 新技術

価値観 人手不足

人の意識研究班
メンバー：池田、冨樫、東海林、米澤、堀井、樋笠（教員）【研究目的】

【研究内容】



【フィールドワーク】
・EDIX教育展

[予定]
・現場で働く人（DXに積極的に取り組んでいるところ＆そうでないところ）

・GIAGAスクールの当事者の学生

・文科省やデジタル庁など、制度などの面から推進している人

・教育に関するシステムを作っている人（展示会で出展していた企業）

・GIGAスクールの課題に取り組む非営利団体

【調査文献】
・岡﨑元樹、増田靖「AI導入を促進するリテラシー向上活動に関する考察」情報経営 82号（2021）
・齋藤洋輔ほか「1to1(1人1台PC)導入による成果と課題: 1to1導入の経緯・コロナ禍での休校期間の対応・1to1を活かし

た授業実践」東京学芸大学附属高等学校研究紀要58号（2021）
・小宮山利恵子「諸外国におけるAIを用いた教育の現在と課題」コンピュータ&エデュケーション VOL.45（2018）
・小孫康平「AIの教育現場への活用に関する教職志望大学生の意識」AI時代の教育論文誌2巻（2020）
・田口敏行「数理・データサイエンス・AI教育の動向とあり方について―本学への応用を考える材料として」静岡産業大

学情報学部研究紀要24号（2022）
・堀田龍也「初等中等教育のデジタルトランスフォーメーションの動向と課題」日本教育工学会論文誌 45巻3号（2021）
・坂村健『DXとは何か』角川新書（2021）
・松尾豊『人口知能は人間を超えるか』角川EPUB選（2015）



GIGAスクール班、教育DX研究班、人の意識研究班

の３チームに別れて各論的研究を行ない、

それを総論的な全体研究

教育におけるDXとは何か に還元し、

DX班として日本の教育DXの在り方を見出す。

おわりに
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